
ーー） 
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畑作の体験学習 
川倉小学校（校長一黒滝洋子）の1~3年生21人が 5月28日、学

校に隣接した畑（外崎清明氏提供）にサツマイモの苗植えと大豆の
種まきを行いました。 

金木地域農業改良普及センターの封馬・松浦両氏から、苗の植え
方や種のまき方について指導を受けた児童たちは、優しく丁寧に植
えたり、友達の植え方を参考にしながら植えたりと様々でしたが、 
おいしく大きく育つようにと願いをこめて秋の収穫を楽しみにして
いました。 

ま ち の で き 

津軽沿線に桜苗木植樹 
5月15日、嘉瀬小学校（校長＝封馬橿）の1年生14人が嘉瀬駅近くの沿線

に桜の苗木21本を植えました。 
この苗木は昨年から嘉瀬の精米業伊藤広志さんが子供たちの健全育成のた

めにと寄付しているもので、伊藤さんは「この桜の木とともに子供たちの成
長が楽しみです」と話していました。 

児童たちはスコップで土を入れたり、土を踏み固めたりして初めての植樹
を楽しんでいました。 

また、大相撲の北勝岩関の父、原田清治さんも北勝岩関の関取記念に 3本
の苗木を植えました。 

/ 

防犯夜聞パ卜ロール 
連休中に町内の公共施設等が壊される事件が相次いで発生したた

め 5月17日の夜、「安全・安心まちづくり」の一環として金木地区防
犯指導隊や同区防犯婦人部らと金木警察署員が夜間パトロールを行
いました。 

午後8時から参加者30人を 3班に分けて、サワラ31本が折られた
マディニーなどの中心街や新設されたトイレや外灯が壊された芦野
公園などのパトロールを実施し、犯罪の未然防止に努めました。 

× 

喜良膚小学校《泥んこになクながら用植え体験学習》嘉瀬小学校 
5月23日、喜良市小学校（校長＝小田川修三）の全校

児童79人が体育館横にある学校田20アールに田植えをし
ました。 
同小学校では毎年この体験を通して農作業についての

理解を深めてほしいと行っているもので、植え方の説明
を受けた児童たちは学年ごとに四方に分かれ、田植えを
開始。この日は天候が悪く、素足で入った児童たちは 

「しゃっこかった」と。 
児童たちは収穫まで生育や管理などを記録し、秋の収

穫祭に期待を寄せていました。 
嘉瀬小学校（校長一封馬檀）で、毎年 5年生に田植え

体験と収穫の喜びを味わってもらう田植え体験学習が 5 
月21日、駒留池内の水田で行われ、児童31人がもち米の
苗を植えました。 

今年は田植え前に、昔は田植え踊りとして行われた 
「奴踊り」を児童らが披露。素足で初めて入った田んぼ
に足をとられて尻もちをつくなど悪戦苦闘しながらも、 
丁寧に植えていました。最後に、今年の豊作を祈願して 
5年生のお母さんたちが昨年収穫したもち米で作った赤
飯を、児童らに渡しました。 

	ノ 
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(
 

贈
 
呈
 
式
 
に
 

第
十
八
回
太
宰
治
賞
受
賞
作
が
「
職轡

鑓

m
初
枝
氏
（
三六
歳
・
大
阪
府
）
に

決
定
し
発
表
さ
れ
た
。
 

五
月
二
十
三
日
、筑
摩
書
房
・
三鷹
市

共
催
に
よ
る
受
賞
贈
呈
式
と
そ
の
記
念
パ
 

ー
テ
ィ
に
招
か
れ
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
家
内
は
私
的
な
立場
で
東
京
に
出
る

と
い
う
。
太
宰
治
賞
事
務
局
に
間
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
出
席
歓迎
す
る
と
い
う
返
事

で
あ
っ
た
。
町
長
と
、
出
席
す
る
三
潟
議

長
の
了
解
を
得
て
上
京
した
。
 

墓
参

と
交

歓
 

ま
ず
三
鷹
市
に
直行
し
、
長
田
清
さ
ん
 

（
八七
歳
・
太
宰
会員
）
と
稗
林
寺
に
あ

る
太
宰
さ
ん
の
墓
参
り
を
し
た
。
三
回
目

に
な
る
が
、
い
つ
も
新
し
い
花
、
お
酒
、
 

煙
草
が
億え
ら
れ
て
い
る
o
お
参
り
す
る

人
が
絶
え
な
い
証
拠
で
あ
る
。
持
参
し
た
 

「甘
露
梅
」
と
「
馬
禿
」
を
供
え
、
正
信

偶
を
読
経
し
た
。
都
会
の
喧
喋
さ
によ
る

疲
れ
が
一
気
に
織さ
れ
る
o
 

そ
の
あ
と
「み
た
か
観
光
ガ
イ
ド
協
会
」
 

の
歓
迎
を
受
けた
。
代
表
の
小
谷
野
芳
文

氏
（
太
宰
会員
）
、三
上
秀
夫
氏
、高
橋

佳
子
さ
ん
、長
田
さ
ん
ら
と
会
食
を
共
に

す
る
。
会
食
と
い
う
よ
り
も
、
「話
食
」
 
 

で
あ
っ
た
。
太
宰
理
解
の
た
め
の
情
報
交

換
、
そ
し
て
太
宰
・
キリ
ス
ト
・
親鷺
ま

で
話
題
に
な
っ
て
、
「太
宰
花
」
が
一
気

に
咲
い
た
。あ
っ
と
い
う
間
に
三
時
間
が

過
ぎ
た
。
心
づ
く
し
の
美
味
な
る
料
理
だ

っ
た
が
、
何
を
食
べ
た
かわ
か
ら
な
い
ほ

ど
の
熱
中
交
歓
であ
っ
た
。
 

東
 
京
 
会
 
館
 

会
場
で
あ
る
東
京
会館
に
は
、
余
裕
を

も
っ
て
一
時
間前
に
入
っ
た
。
事
務
局
の

配
慮
で
、
来
賓
控
室
に
案
内
さ
れ
、受
賞

者
の
小
川
内
初
枝
氏
、三
鷹
市
長
安
田洋

次
郎
氏
、
審
査
委
員
長
の
作
家
吉
村
昭氏

ら
に
紹
介
さ
れ
面
談
で
き
た
。
ま
た
、
筑

摩
書
房
社
長
菊
池
明
郎
氏
、
松
田
専
務
と

も
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

三
潟
議
長
も
来
場
し
、に
ぎ
や
か
に
な

る
。
贈
呈
式
に何
回
も
出席
し
、
市
と
の

交
流
を
重
ねて
い
る
た
め
吉
野
博
明
議
長

は
じ
め
、
各
議
員
に
紹
介
さ
れ
る
。
十
一
一

階
の
ロ
イ
ヤ
ル
ルー
ム
は
、約
二
百
五
十

名
の
招
待
者
で
に
ぎわ
っ
て
い
た
。会
費

御
祝
儀
は
一
切
受
付
し
て
い
な
か
った
。
 

止
席
で
あ
る
が
三
潟
議
長
が
戴
瞬に
あ
る

テ
ー
ブ
ル
席
を
確
保
し
て
く
れ
た
。
 

記
念
パ

ー
テ
ィ
 

会
場
正
面
に
は
金扉
風
が
並
べ
ら
れ
、
 

右
側
に
「
金
木
町
長
」
か
ら
の
盛
花
が
飾

ら
れ
、
一
段
と
華
や
かさ
を
増
し
て
い
た
。
 

贈
呈
式
で
三鷹
市
長
が
「太
宰
治
が
三

鷹
に
九
年
間
住
ん
で
い
た
こ
と
は
、
文
人

の
地
と
し
て
敬
愛
の
情
があ
る
の
で
す
。
 

…
三
鷹
事
件
等
で
日
本
中
に知
れ
わ
た
っ

た
こ
と
も
あ
り
、・
・
私
は太
宰
治
賞
を
市

の
活
力
の
も
と
に
した
い
の
で
す
。」
と

あ
い
さ
つ
した
。
 

筑
摩
書
房
社
長
は
「三
鷹
市
の
総
力
支

援
に
感
謝
す
る
。
太
宰
治
賞
の
密
度
を
高

め
よ
と
市
長
に言
わ
れ
、太
宰
治
賞
で
読

者
を
呼
び
も
ど
す
き
う
か
け
に
し
た
い

…
。」
と
語
った
。
 

審
査
員
を
代
表
し
て
加
藤
典
洋
氏
が
講

評
。
続
い
て
受
賞
者
小
川
内
初
枝
氏
が
涙
 
 

な
が
ら
に
「
…
太
宰
治賞
と
声
に
だ
して

言
っ
て
み
た
瞬
間
、
そ
の
名
の
重
さ
に
悟

織
と
我
に
返
り
、
ば
た
ば
た
と
走
り
だ
し

て
し
ま
い
そ
う
な
焦
燥
を
感
じ
た
り
し

た
。…
大
き
く
成
長
で
きる
チ
ャ
ン
ス
に
、
 

心
か
ら
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。」
と
謝
辞
を

述
べ
た
 

吉
村
昭
氏
は
「確
実
に
作
家
に
な
る
こ

と
を
祈
る
。」
と
乾
杯
し祝
宴
に
入
っ
た
。
 

真
っ
先
に
津
島
園
子先
生
に
あ
い
さ
つ
に

伺
う
。
心
か
ら
喜
ん
で
く
れ
た
。
 

交
 
歓
 

料
理
は
菊
争
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も

味
わ
う
暇
が
な
か
っ
た
。太
宰
会
関係
者
、
 

議
会
関
係
者
、
教
育
関
係
者
が
金
木
席
に

次
々
と
歓迎
の
意
を
表す
る
に
く
る
。
市

長
ま
で
座
り
込
み
、市
行
政
に対
す
る
姿

勢
談
義
、市
長
奥
さ
んの
内
助
の
功
を
語

り
、
金
木
か
ら
の
労
を
ね
ぎら
い
意
気
投

合
し
盛
り
上
が
った
。
昭
和
五
年
生
ま
れ

で
、
一齢夢

が
ら
も
人
情
味
の
あ
る
あ
た

た
か
い
人
で
あ
っ
た
。
 

小
谷
野
さ
ん
が
、こ
の
席
が
一
番
輝
い
 

あ
 

て
い
る
と
、席
の
空
く
の
を
待
っ
て
い
る
。
 

と
う
と
う
津
軽
弁
ま
る
だ
し
の
話
に
な

る
。
そ
れ
を
聞
き
た
いた
め
に
ま
た
集
ま

っ
て
く
る
o
午
後
八
時
に
叫細
め
が
行
わ

れ
た
が
、
三
十
分
オ
ー
バ
ー
し
て
ま
で
も

交
歓
し
あ
っ
た
。
帰
り
際
に
女
性
議
員
が
 

7
太
宰
を
し
の
ぶ
ク
を
楽
し
く
読
ん
で

い
ま
す
よ
」
と
激
励
さ
れ
た
。
 

市
長
の
教
育
観
 

三
鷹
市
長
は
、
「子
ど
も
た
ち
の
ズ

r
j
 
 

を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、ま
ち
の
未
来に

向
け
た
施
策
だ
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
豊
かな
毎
日
が
、
時
を
経
て
、
一一
一

鷹
の
未
来
を必
ず
豊
か
に
して
く
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
れ
も
が
子
ど
も
た
ち
の
現在
と

未
来
（
か
か
わ
る
責
任
が
あ
る
の
だ
。」
 

と
、
教
育
観
を
述
べ
て
い
る
。
今
回
の
太

宰
治
賞
の
こ
と
と
合
わせ
て
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
が多
か
っ
た
。
 

市
 
民
 
の
 
声
 

三
鷹
市
ガ
イ
ド
協
会
の
高
橋
佳
子
さ
ん

か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
た
い
。
〈
・
・
大

宰
さ
ん
の
こ
と
は
知
ら
な
い
も
同
然
で
、
 

殿
蹴
ギ
内
な
ど
し
て
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
す
。
で
も
三
鷹
の
こ
と
をい
ろ
い
ろ
作

品
に
書
き
残
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
、
 

本
当
に
有
り
難
い
こ
と
です
。
た
ま
た
ま

三
鷹
を
訪
れ
て
下
さ
っ
た
方
々
が
、太
宰

さ
ん
の
美
し
い
作
品
（心
）
の
世界
に
出

会
わ
れ
る
ご
縁
に
つ
な
が
れ
ばう
れ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。〉
こ
の
一市
民
の
声

が
、
三
鷹
市
民
の
声
を
代
表
し
て
い
る
と

思
う
。
 

再
ス

タ
ー
ト
 

今
回
の
こ
と
で
、
太
宰
治
は
百
年
後
、
 

二
百
年
後
ま
で確
実
に
残
る
希
有
の
作家

で
あ
る
と
実
感
し
た
。
 

最
終
の
五
十
回
目
は
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
、
太
宰
治
研
究
の
再
ス
タ
ー
ト
の
機
蹴

に
な
っ
た
。
今
後
は
太
宰
の
ふる
さ
と
の
 

「伝
統
あ
る
文
化
と
夢
の
あ
る
教
育
の
町

づ
く
り
」
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
尽
く
し

て
い
き
た
い
。
 

太
宰

を
し
の
ぶ

・
そ
の
文
学
の
魅
力
⑩
 

金
木
町
太
宰
会
前
会
長
 

最
 

終
 

回
 

木
 
下
 
巽
 

一一~ 
I、8回太宰治賞、 

三鷹市 筑際書房 
ー  

一臓 
、 
, 

~ 
1 ~ 
1 
」I 

A市長より受賞者に記念品贈呈 
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金
木
病
院
力
ル
テ
⑨
 

小
児
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
 

近
年
、
わ
が
国
で
は
生
活
の
欧
米

化
に
伴
い
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
予
防
対
策
は
大
き
な
社

会
的
要
請
にな
っ
て
い
る
。
 

生
活
習
慣
病
は
不
適
切
な
生
活
習

慣
が
原
因
で
あ
る
の
で
、
そ
の
予
防

に
は
、
小
児
期
か
ら
健
康
的
な
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
には
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
を
行
い
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、高

血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、ーフ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
をす
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
。
 肥

 
満
 

肥
満
を
誘
発
し
た
原
因
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
明
ら
か
にす
る
。
す
な

わ
ち
患
児
の
食習
慣
、
運
動
習
慣
と

生
活
リ
ズ
ム
を
確
認
す
る
。
次
に
食

生
活
を
質
的
か
つ
量
的
に適
正
化
し
、
 

身
体
活
動
量
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も

に
そ
の
背
景
に
あ
る
生
活
リ
ズ
ム
を

活
気
あ
る
「
子
ど
も
ら
し
い
」
も
の

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

食
事
指
導
は
一
日摂
取
総
カ
ロ
リ
 

ー
を

〔
一
〇
〇O
+
（年
令
ー
一）
×
 

一
〇
〇
〕
で
計
算
し
、
肥
満
の
場
合

そ
の
八
〇
、
九
〇
％
を
患
児
の
総
カ

ロ
リ
ー
と
す
る
。
 

運
動
指
導
は
肥
満
の
程
度
に
も
よ

る
が
、
適
度
の
運
動
は
体
脂
肪
、
特

に
内
臓
脂
肪
を
効
果
的
に減
少
さ
せ

る
。
毎
日
三
十
分
以
上
体
を
動
か
し
、
 

一
日
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の

低
一
〇
％

以
上
を
毎
日
消
費
す
る
よ
う
に
す
る
。
 

一
一一
向
 
脂
 血
 
症
 

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
小

児
の
血
清
脂
肪
値
も
数
十
年
前
と

比
べ
て
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
 

高
脂
血
症
と
診
断
さ
れ
る
小
児
も

著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
期
昭
／
α
以
上
、
H
 

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
4
0贈
／
麗

以
下
、
中
性
脂
肪
励
鵬
／
庇
以
上

を
目
安
と
し
て
い
る
。
原
因
が
過

食
と
か
運
動
不
足
の
場
合
は
、
肥

満
の
場
合
と
同
様
の
食
事
、
運
動

指
導
が
行
わ
れ
る
。
基
礎
疾
患
に

伴
な
う
高
脂
血
症
の
場
合
も
あ
る

の
で
よ
く
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
 

一
高
 
血
 

圧
 

児
童
・
生
徒
の
〇
・
一
、
一
％
に

高
血
圧
が
み
ら
れ
る
が
、
一
般
に高

血
圧
の
程
度
は
軽
く
症
状
も
ほ
と
ん

ど
な
い
場
合
が多
い
。
小
児
の
高
血

圧
基
準
値
（
収
縮
期
／
拡
張
期
血
圧
 

コ
も）
v
 

r

《
（一
ぺ
 

，
 

m
取
）
と
し
て
、
小
学
校
低
学
年

即
／
7
5・
高
学
年
馬
／
8
0、
中
学
生

男
子
即
／
8
5・
女子
馬
／
8
0が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
腎
疾
患

な
ど
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
約
半

数
は
肥
満
が
関
係
し
減
量
で
血
圧
が

低
下
す
る
こ
と
が多
い
。
食
塩
は
薬

物
療
法
が
必
要
な
ほ
ど
の
高
血
圧
で

は
七
g
に
制
限
す
る
。
適
度
な
運
動

習
慣
は
肥
満
の
解
消
を
介
し
高
血
圧

を
改
善
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接

に
降
圧
作
用
を
発
揮
す
る
。
 

一
糖
 
尿
 
病
 

小
児
期
み
ら
れ
る
糖
尿
病
は
I
型
 

（イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
糖
尿
病
）
が
主

で
あ
る
と
考
え
ら
れて
い
た
が
、学

校
検
尿
に
よ
る
糖
尿
病
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
肥
満
児
検
診
の
普及
に
つ
れ

て
、
小
児
期
に
お
い
て
も
数
多
く
の
 

n
型
糖
尿
病
（
イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存

型
糖
尿
病
）
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
u
型
糖
尿
病
の
治
療
は
食

事

・
運動
療
法
が
基
本
で
あ
る
。
 

一
生
活
習
慣
病
の
予
防
 

総
じ
て
過
食
と
運
動
不
足
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
場
合
が多
い
の
で
、
 

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
大
変
な
 
 

問
題
で
あ
る
。
飽
食
の
時
代
と
い
わ

れ
る
社
会
環境
は
過
食
の
一
要
因
で

あ
り
、
食
事
の
洋
風
化
は動
物
性
脂

肪
の
摂
取
過
多
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

偏
っ
た
食
事
や
間
食
の
増
加
も
過
食

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
運
動
不
足

の
原
因
と
し
て
少
子
化
、
受
験
、
テ

レ
ビ
ゲ

ー
ム
の
普
及
な
どが
あ
げ
ら

れ
る
。
少
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
家
族
に
大
事
に
さ
れ
、
日
常
の
家

事
手
伝
い
の
時
間
は受
験
勉
強
に
振

り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
遊

び
は
大
き
く
変
化
し
、屋
外
で
の
遊

び
が
激
減
し
て
い
る
。
家
庭
で
の
食

生
活
指
導
、
健
康
教
育
を
徹
底
さ
せ

子
ど
も
た
ち
を
家
庭
内
で
動
か
し
、
 

ま
た
積
極
的
に
屋
外
に
出
し
、
活
動

的
な
生
活
習
慣
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
日
常
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
 

小
学
生
以
上
が対
象
で
す
が
、
病

院
で
の
検
査
を
希望
さ
れ
る
方
は
木

曜
日
の
午
後
か第
一
‘
第三
土
曜
日

の
午
前
に
ど
う
ぞ
受
診
し
て
下
さ
い
。
 

運 項 	目 I群哨醒 

一動
種

目
別
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
 

歩行 0.0464 
歩行分速60m 0.0534 
歩行分速70m 0.0623 
歩行分速80m 0.0747 
ジョギング（軽） 0.1384 
ジョギング（強） 0.1561 
リズム体操（普通） 
体操（軽） 

0.1472 
0.0552 

体操（強） 0.0906 
自転車毎時平均10km 0.0800 
自転車毎時平均15km 0.1207 
バット素振り（平均） 0.2641 
水泳スク口ール 0.3738 
水泳平泳ぎ 0.1968 

(kca/kgノ分） 

一
小
 
児
 

口 項 	目 劃キ瀬量 項 	目 琳J 哨醒 

睡
眠
 
食
事
 
身
支
度
 

歩
行
（
普
通
）
 

散
歩
 
階
段
（
昇
る
）
 

］常
生
活
時
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
 

階
段
（
降
り
る
）
 

乗
降
（
バ
ス
立
）
 

自
転
車
（
普
通
）
 

自
転
車
運
転
 

休
憩
・
談
話
 

入
浴
 
炊
事
（
準
備
・
片
付
）
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
  

0
0
0
0
0
1
10
0
0
0
0
0
0
  

7
6
8
7
6
4
5
7
5
8
2
0
8
  

一
2
2
5
4
3
6
3
6
2
2
6
4
  

0
9
7
0
4
9
8
5
8
7
3
6
・
ー
 
 

●
 

●
 
●
 
‘
 
！
 

・
 

掃除（拭く・掃く） 0.0607 
（電気掃除機） 0.0499 

洗濯（電気洗濯機） 0.0410 
（手荒い） 0.0587 
（干す・取り込む） 0.0587 
（アイロンかけ） 

布団上げ下ろし 
裁縫 
教養 

0.0464 
0.0818 
0.0287 
0.0233 

趣味・娯楽 0.0287 
机上事務 0.0304 
買物 0.0481 
草むしり 0.0552 

※日本体育協会スボーツ科学委員会より 

年
く
 
歳
 
齢

？
 

日本人の栄養ii) i要量 

エネルギ― 
(kcaり／日 

蛋 白 質 
(g）ノ日 

男 	女 男 	女 

月
月

月
 

？
、
、
 
、、
、
、
一
 
？
一
、ケ
（
 
ケ
グ
～?
~
 
”
ケ
”
一
 

 

0
2
3
 1
2
3
4
5
 6
7
89
1
0
 1
11
21
31
41
5
 1
61
71
81
9
 

 

120/kg 3.0/kg 
110/kg 2.4/kg 
100/kg 2.8/kg 

960 920 30 30 
1.200 1.150 35 35 
1,400 1,350 40 40 
1,550 1,500 45 45 
1,650 1.550 50 50 

1.700 1,600 55 55 
1,800 1,650 60 60 
1,900 
1,950 
2,050 

1,750 
1,850 
1,950 

65 
70 
75 

65 
70 
75 

2.200 2,100 80 80 
2,350 2.250 85 85 
2,550 2,300 90 90 
2,650 2.300 90 90 
2,700 2,250 90 90 

2,750 2,200 80 80 
2,700 2,150 75 75 
2,700 2,100 75 75 
2,600 2,050 70 70 

※厚生省保 健医療局‘ 健康増進」 於養課 1994より 

(
 

(
 



離瀬弱 × 

角 田 双 葉ちゃん 

(4月22日生） 

ボクのカワノイ妹だよ II 
（兄 真実より） 

柳深 紘也くん 
(S月 2 日 

―緒に遊ぼうね！! 
（兄 敦矢より） 

古川真南斗くん 
(5月12日生） 

早く大きくなってワタリガ二を釣りに 

石 岡樹映留ちゃん 

(5月19日生） 

妹をョロシク！! 

（兄樹揮弥輝樹衣より）ノ 

極山 
平成12年4月にオープンした津

三味線会館の有料入館者が5月

日、10万人を突破し、館内で記

セレモニーが行われました。 

10万人目の入館者となったのは、 

人らと道南と津軽半島横断の旅

同館に訪れた大阪府高石市の北

たまのさん。北口さんは入館後 

、鳴海町長から津軽三味線のミ

チュアと花東を贈られ「初めて

す。うれしい」と喜んでいました。 

開坂 一太くん 

(5月24日生） 

× 
元気に育って下さい。 

（母 洋子より） 

生
 

ほしい（両親崇之・紗矢香より） 行こう！（兄稜人・父純一より） 

イ 	 、 

国- - _I- - ' U -- -.' I主篇り三 
ご存じでうか国民年金 

これからの21世紀にはさらに核家
族化が進行すると思われます。そのような
時代に私たちの老後は、本当に大丈夫な
のでしょうか。 

0例えばあなたが、国民年金の保険料を
納めていなかったとしたら・・・ 

●あなたのお子さんに生活費の面倒をみ
てもらうことになります。 

0例えばあなたのこ両親が国民年金の保
険料を納めていなかったとしたら… 

●あなたはこ自分の生活費に加え、こ両
親の生活費の面倒も見ることになります。 

そして・・・ 

0突然のけがや病気などで障害を残して
しまったら… 

●その障害が原因で働くことができなく
なったらどうしますか。 

0働き盛りの方がもしもの時は・ー 
●残された家族の方は大丈夫でしようか。 

このような時のために国民年金は、老後
の生活を保証する老齢年金に加えて、病気
や事故で障害の残ったときの障害年金、ー 
家の働き手が亡くなったときの遺族年金な
どであなたの生活をサポートします。 

国民年金はこれからの時代になくてはな
らないもの。だからこそ国が直接、責任を
持って運営することで、みんなで安心でき
る老後を保障しようとしているのです。 

国民年金のことをよく理解いただき、豊
かな老後のために毎月の保険料を忘れずに
納めましよう。 

、、 	 ノ 

山 中 雄登くん 

(4 月23日生） 

素直で優しい子になってほしい。 
（両親 憲仁・智子より） 

元気で明るくすこやかに 
（母 聖花より） 

松 田 嘉依吏くん 

(5月16日生） 

喝 
わんぱくでもいい たくましく育って 

~ 

、、 

Y. 	 , 

ゆう すけ 

葛西 優輔くん 

(5月 9日生） 

(9）広報かなぎ 



戸
籍
の窓
 

5月届出分 

山

中
 
娼

登

（
憲
仁
）嘉

角
田
 
澱
鄭

（
英
希）
金

斎

藤
 
概
か

（
裕
一
）
 

新

谷
 
柵
散
（
（
聡
）
 

柳
津
 
織
昏

（
忠
一
）
 

葛
西
 
側
輸

（
学
）
 

古

川
身
静

平

（純
一
）
 

松

田
身

依
吏

（崇
之
）
 

開

坂
 
」
っか

（
淳
一
）
 

石

岡
機
瞬

静

（
直樹
）
金
 

古

川
 
修

群
（
健
治
）
喜
良
市
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

託
潤議
鷲
頑
柿
 

（
津
田
 路
也

（
均
）
嘉
 

瀬
 

「
斉
藤
 
恵
美
（博
光
）鯵
ケ
沢
町
 

露

鶏
一
昨
舞

譜
 

無

和
”
駆誠
 

霧
優
詳
誘静
踊
 

お
 
く
 
や
 
み
 

杉

山
金

之
助
（
8
2才
）
中
柏
本
 

金金金金金金金 

木木木木木木木木木瀬 

ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ 

2002. 5. 5 
新郎 中 谷 幸ーさん（金 木） 
新婦 荒内 めぐみさん（平内町） 

、 
、 
、 
、 
、 
、 
、 
、 
、 
、 
、 
、 

一
 

お
め

で
と

う
 

§
§
§
6ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
ミ
§
§
§
§
§§
§
§J
 

伽
 
こ
の
た
び
、

め
で
た
く
ー
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ー
（企
 
”
 

一c
を
E
」曾
 

ゆ
 

《っ弾
貌
藻
「
一
 

（
 

、
 

瀬
馴
 
〈
 

一
 

ゆ
 

●

か
な
ぎ
公
民
館
 

ゆ
 

J
ョ
 

一
 

ゆ
 

ゆ
 ‘も

“
一gも
g
も
●
（
も
又も
叉、
x
も
g
、
曾も
g
、
“”も
り、
 、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

、
 
、
 
、
 

！も
●
（
も
又も
叉、
x
も
g
、
曾も
g
、
““も
り
 

一
 

ー

1

3
1

1
 

D
D
  
一
 

ク
 
画
・
進
行
廿
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
 

ク

ゆ
 
ル
と
な
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

ゆ
 
す
べ
て

事
務
局
が
手
配
い
た
しま
す
。
 

‘
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
華
桐
箱
 

‘
 
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

一
★
一結
婚
を
一

予
定
さ
れ
て

し
る
方
はお

気
軽ー

金木
町中
「」
い
 

ゆ
 

（公
五
三ー
三
五
八
一
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o
 

2002. 4' 27 
新郎 須崎 秀行さん（嘉 瀬） 
新婦 加藤 章子さん（中里町） 

サ

タ
（
7
0才
）
川
 
倉

ミ
サ

（9
6才
）
藤
 
枝

ツ
サ
（

9
3才
）
川
 
倉

豊
美

（
幼
才）
川
 
倉

功
（
6
8才
）
喜
良
市
 

義
憲
（

7
7才
）
 

ユ
 ミ
（
6
2才
）
 

ョ

ネ
（
9
0才
）
嘉
 

佐
藤

と
し
子
（
8
3才
）
金
 

白

川
 
た
 
み
（8
7才
）
川
 

吉
崎

長
三
郎
（
8
7才
）
嘉
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町

民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申
し
出

て
下
さ
い
。
 

△
 

ハ
人
口
と
世
帯

）
 

1
(
H伝
山言
被
 

⑥
届
い
て
い
ま
す
 

●

五
月
七
日
 

自
転
車

（
灰色
）
 

弘
南
バ
ス
金
木
営
業
所
西
側
 

付
近
 

●

五
月
二
十
日
 

財
布

（青
色
ビ
ニ
ー
ル
製）
 

赤
坂
信
号
付
近
路
上
 

●

五
月
二
十
一
日
 

自
転
車

（灰
色
）
 

B
&

G

プ
ー
ル
前
路
上
 

●

五
月
二
十
四
日
 

自
転
車

（黒
色
軽
快
車
）
 

藤
枝
保
食
神
社
付
近
用
水
路
 

●

五
月
二
十
六
日
 

自
転
車
ニ
台
（
緑
色
婦
人
 

車
・
赤
色
子
供
車
）
 

寺
町
工
藤
商
痘
剛
路
上
 

●

五
月
二
十
八
日
 

自
転
車

（黒
色
軽
快
車
）
 

上
藤
枝
町
道
路
上
 

●

五
月
三
十
日
 

自
転
車

（
婦
人
車）
 

金
木
木
材
工
業
前
路
上
 

●

五
月
三
十
日
 

犬
（
雌
・
黒
茶
・赤
首
輪
）
 

梶
浦
チ
ッ
プ
付
近
 

●

五
月
三
十
一
日
 

自
転
車

（
紫色
軽
快
車
）
 

川
倉
向
道
町
道
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警

察
署
落
し
物
係
り
ま
で
 

⑥
係
り
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は
企画
観
光
課
ま
で
 

r
 

豊秋古加泉 白竹福

島村川藤谷川 内士 

嘉川 金嘉嘉金

瀬倉木瀬瀬木 

× 
5月末現在 前年同月比 

男 5,604人 △ 97人 

女 6,229人 △ 50人 

計 11,833人 △ 147人 

世帯数 4, 054 	△7 

	ノ 

広報かなぎ自0) 


